
教訓を風化させてはならない

学長藤井 昭 治

早いもので、あのいまわしい大震災から一年が過ぎました。

あの極限状態から得られた、さまざまな教訓や反省を記し、皆さんに伝えることは

体験した者にしかできないことであり、また使命だと思います。記憶がうすれないう

ちに、さまざまな思いがつづられたことをほんとうにうれしく思っています。

私たちの貴菫な体験や反省は、この文集に書き記すだけでなく、そこから生まれた

ものを、どのようなかたちであろうと他者へ伝えてゆくことこそ今後に課せられた課

題ではないでしょうか。

震災で尊い命をなくされた猪木聡子先生、鈴木弘美さんのご冥福を心からお祈りい

たします。また不幸にして重傷を負われた松村麻里砂さんの全快を喜ぶとともに、被

災された皆さんの一日も早い立ち直りを念じております。

-155-



はばたけフェニクス

学校法人理事長小林発巳

阪神 ・淡路大震災で亡くなられた猪木聡子先生、鈴木弘美さんのご冥福をお祈りし

ますとともに、被災された皆様および関係の皆様には、心よりお見舞い申 I・.げます。

大地震から丸一年。未だ未曾有の災害の傷跡はなまなましいものがあります。6,348

人もの人が亡くなり、また、多くの人が家屋 • 財産 ・ 健康 ・職場 ・コ ミュニテ ィ など

さまざまなものを失ったことを思うと、私も被災したにもかかわらず、 自分が今ここ

に牛きてるイく思議をつくづく感じます。

この大震災は、豊さと繁栄に浸っていた私たちにとって大変な物理的衝撃であった

だけでなく、その価値観をゆるがす精神的衝繋でもありました。自然の前の科学の限

界、あまりにも脆弱な政治的 ・社会的 ・経済的システムと危機管罪のイ沼在を思い知ら

されました。同時に人の情けをあ らためて知りました。

日がたつにつれ、 「あの時私は」の話題が数多く、それは悲しく痛ましいものばか

りでした。あのイ沼安とパニックとそして破壊の中で、家族、隣人、友人、見知らぬ人

達が助け合い、人の命を救った体験と感慨は、私たちの今後の生き方に影響を与える

でありましょう。他者との共生、共働、助け合いこそ真の人間のあり方であると思う

からです。

この大農災の体験記録は、今後取り組むべきことの視角とすべきであります。対人

関係や対人行動を左右する個人の内的心理過程としての態度と、対人関係のなかで生

じる一つのタイプの対人行動としての援助行動に触れた親和生がいました。避難所で

の観察であり、立派だと思いました。

神戸親和女子大学の皆さん、生命は第一の宝であ ります。大震災で傷ついた心を癒

し、蘇るKOBEと共にがんばりましょう。
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阪神 ・淡路人裳災発11:_以来、多く

の）j々 にお力添えをいただきました。

報道関係の力-々 、大学周辺の住民の

ガ々、父母の会、人学の修復と清掃

に携わってくださった方々、交通回

復までのバス運行にご協力くださっ

た方々、ありがとうございました。
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